
 

将来のあるべき姿の到達度を測定する指標（案）とアプローチ 

（泉州二次医療圏） 

 

●将来のあるべき姿の到達度を測定する指標（案）について 

将来のあるべき姿の到達度を測定する指標として、「将来にむけて回復期への転換が必要

な病床」を設定し、今後、地域医療構想の進捗状況をモニタリングする。  

 

 

 

 

○病床機能報告（2017年度）と病床数の必要量（2025年）の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

介護施設等 

機能転換 【参考】将来に向けて回復期への転換が必要な病床 

 8,851（2017年度報告病床数総計）×7.6％ 

＝約 670床 

病床機能報告（地域急性期＋回復期）

と病床数の必要量（回復期）の 

割合の差 7.6% 

病床機能報告の最終集計から、病床数の必要量における「回復期機能を担う病床数の確

保」には、他の病床機能から約 8％程度同機能への転換が必要と推計 

(重症)急性期 急性期（不明） 地域急性期

2,248 244 879 1,039

25.4% 2.8% 9.9% 11.7%

病床数の必要量（割合） 2025 11.1% 31.5% 29.3% 28.2% 100.0%

【参考】病床数の必要量（ 2017年

度報告病床数に対する病床数） 2025 981 2,785 2,592 2,493 8,851

【参考】病床数の必要量（2013年の需

要をベースとした病床数）
2025 993 2,818 2,623 2,523 8,957

休棟等 合計
【備考】
未報告等

病床機能報告（病床数） 2017 1,044 3,371 3,321 76 8,851

区分 年度 高度急性期
　　　　　　　急性期

回復期 慢性期

病床機能報告（割合） 2017 11.8% 37.5%
28.2% 21.7%

0
2,492 1,918

0.9% 100.0%

↓0.7% ↑3.3% ↓9.4%
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【参考】病床の介護施設への転換が「病床数の必要量」に及ぼす影響 

〇2017 年度病床機能報告における介護療養病床（530 床）が介護医療院等へ転換した場合の病床

機能報告（2017年度）と病床数の必要量（2025年）の割合の比較は下記のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】病床機能報告（2017年度暫定集計）と病床数の必要量の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域急性期＋回復期 21.3% 

回復期 29.3% 

【参考】 

病床機能報告（地域急性期＋回復期）と病床数の必要量（回復期）の割合の差 

6.2% 

●病床機能報告と病床数の必要量の比較 

サブアキュート・ポストアキュート・ 

リハビリ機能の現状と将来の予測 

①病床機能報告 

②病床数の必要量（2025年） 
割合の差 

8.0% 

区分 年度 高度急性期 急性期 (重症)急性期 急性期（不明） 地域急性期 回復期 慢性期 休棟等 未報告等 合計

病床数の必要量 2013 923 2,271 1,979 3,291 8,464

病床機能報告 2014 612 3,647 935 3,409 39 297 8,939

病床機能報告 2015 618 3,562 970 3,251 55 452 8,908

病床機能報告 2016 932 3,265 931 3,479 118 171 8,896

病床機能報告 2017 1,044 2,189 160 810 1,023 3,321 76 228 8,851

病床数の必要量 2025 993 2,818 2,623 2,523 8,957

合計 3,159

区分 年度 高度急性期 急性期 (重症)急性期 急性期（不明） 地域急性期 回復期 慢性期 休棟等 未報告等

病床機能報告 2017 12.1% 25.4% 1.9% 9.4% 11.9% 38.5% 0.9% ―

病床数の必要量 2025 11.1% 31.5% 29.3% 28.2%

(重症)急性期 急性期（不明） 地域急性期

2,248 134 879 1,039

27.0% 1.6% 10.6% 12.5%

病床数の必要量（割合） 2025 11.1% 31.5% 29.3% 28.2% 100.0%

【参考】病床数の必要量（ 2017年

度報告病床数に対する病床数） 2025 922 2,618 2,437 2,344 8,321

休棟等 合計
【備考】
未報告等

区分 年度

3,261 2,901

高度急性期
　　　　　　　急性期

回復期 慢性期

76 8,321 0
2,382 1,918

病床機能報告（割合） 2017 12.5%

病床機能報告（病床数） 2017 1,044

34.9% 0.9% 100.0%
28.6% 23.1%

↓1.5% ↑2.8% ↓6.7%


